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　地震，雷，火事，親父。怖いもの
の代表格です。しかし，本当に誰
もがコワいと感じるのはヘビ。そ
の理由は，高い樹上で暮らしてい
たヒトの祖先の霊長類を捕食でき
たのは唯一ヘビだけだったから
です。猛禽類や大型のネコ科の
動物は高くうっそうとした細い
枝の上にいる霊長類を襲えませ
ん。唯一の捕食者であったヘビを
効率的に見つけるために霊長類の
脳は大きくなった！という，一見
するとトンデモ学説のような仮説
があります。しかし，多くの研究が
その仮説を裏づけています。私た

　他者とかかわるのに欠かせない
こと，それは「その場に応じて柔
軟に変化させるコミュニケーショ
ン」ではないでしょうか。他者か
ら発信された言動を瞬時に理解
し，文脈にあわせて応答する ─
ふだん無意識にこのようなことが
できますが，とても高度で神秘的
な心の働きです。私たちはいかに
して身につけてきたのでしょうか。
　本書は，そうした〈他者に心が
あることがわかる〉心が育つよ
うすを，「心の理論」や「メタ認
知」などの視点から俯瞰的にまと
めました。「うそ」や「道徳性」，

ちが，幼児，成人，ヘビを見たこと
のないサルを対象に行った研究で
は，ほかの動物よりもヘビを見つけ
出すのがいずれも早いという結果
が得られました。危険な爬虫類の
ワニやトカゲ，長い身体のイモムシ
は注意を惹きつけません。脳波を
使った実験でも，ヘビだけが特別
な注意を惹くことがわかりました。
　こんなことを高校生や大学の初
学者向けに書いた本です。ヘビ
の話だけでなく，ジェットコース
ターやお化け屋敷での恐怖の抑え
方や，「ケータイ恐怖症」につい
てもわかりやすく説明しています。

コミュニケーションの発達を中心
に，日常場面や教育場面に知見を
活かそうと試みています。ドラマ
や映画のエピソードも取り入れ，
発達心理学の面白さがわかりやす
く伝わることを目指しました。
　 本 書 は，学 生 や 教 育 現 場 の
方々，一般の方々などとともに考
え，教えていただいたこと，そし
て研究者の先生方からもご示唆い
ただいたことの賜物です。
　研究と実践が結びつくことを
ねらって，全力でまとめましたの
で，ぜひ多くのみなさまにお読み
いただけましたら幸いです。
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英語教育学と認知心理学の
クロスポイント
小学校から大学までの英語学習を考える
太田信夫

　本書は，「言葉の学習としての
読書」という観点から，読書のも
つ教育的効果について述べたもの
です。2部構成になっていて，第1
部では，読書と言語能力について
の教育心理学的研究について述べ
ています。読書が言葉の力を伸ば
すという因果関係の実証や，その
効果の大きさの推定にはまだ課題
があります。現状で，何が分かっ
ているのかを解説しました。第2
部では，読書を「言葉の用法」を
大量に学べる貴重な学習機会であ
る，と捉えた認知科学的研究につ
いて述べています。言葉の用法情

　2020年の東京オリンピック・
パラリンピックに向け，世の中は
年々英語熱が高まっている。文部
科学省も英語教育を小学3，4年生
までおろし5，6年生では英語を正
式教科としようとしている。また
中学・高校では，英語の4技能の
うち，従来，軽視されがちだった

「話す，聞く」に力を注ぐ具体的な
方策を実施しはじめている。
　このような背景において，本書
は英語教育への貢献を目指す異分
野の研究者のコラボレーションの
結果をまとめたものである。認知
心理学者による英語学習に関する

報だけでも，人間に近い言葉の学
習ができることがシミュレーショ
ン研究から示されており，言葉の
学習について新しい見方を与えて
くれます。
　教育政策や学校現場での取り組
みとして「教育としての読書」を
いかに活用すべきかを議論するた
めには，客観的な方法で得られた
知見が必要です。日本では，読書
の効果について科学的エビデンス
に基づいて議論した書籍は非常に
少ないと思います。本書によっ
て，知見の普及や建設的議論に貢
献することができれば幸いです。

研究と，英語教育学者による実践
的研究をいくつか紹介し，両者の
討論を試みた。問題意識を共有す
れば，異なる学問分野における共
同研究は，1＋1＝2以上の成果を
発揮することができる。本書は，
このように認知心理学の理論的研
究と学校現場での実践的研究との
統合を試みたものである。だが現
実は，理論と実践との間に少なか
らずギャップがある。特別寄稿し
てくれたエディンバラ大学のロー
ギー教授もこのあたりの重要性を
強調されている。このギャップを
埋める研究をさらに進めたい。
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